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最近の業績動向等を踏まえ

らせいたします。

 

 

● 業績予想の修正について

平成 30 年 4

  

 

前回発表予想

今回修正予想

増減額(Ｂ－

増減率(％) 

(ご参考)前期第

(平成 29 年

 

平成 30 年 4

  

 

前回発表予想

今回修正予想

増減額(Ｂ－

増減率(％) 

(ご参考)前期実績

(平成 29 年

 

修正の理由 

平成 30

加え、原価低減や効率的な経費支出などの取組みが奏功し、売上高・利益ともに前回予想を上回る見込み

となりました。

第 3 四半期以降においては、国内外の販路開拓やブランド浸透のための広告投資などにも注力し、更な

る業績の拡大を目指してまいる所存です。

 
(注)１．当社は、平成

２．上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、実際の業績等は今

 

最近の業績動向等を踏まえ

らせいたします。 

業績予想の修正について

4月期第 2四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成

前回発表予想(Ａ) 

今回修正予想(Ｂ) 

－Ａ) 

 

前期第 2四半期実績

年 4 月期第 2四半期

4 月期通期連結業績予想数値の修正（平成

前回発表予想(Ａ) 

今回修正予想(Ｂ) 

－Ａ) 

 

前期実績 

年 4 月期) 

 

30 年 4月期第

加え、原価低減や効率的な経費支出などの取組みが奏功し、売上高・利益ともに前回予想を上回る見込み

となりました。 

四半期以降においては、国内外の販路開拓やブランド浸透のための広告投資などにも注力し、更な

る業績の拡大を目指してまいる所存です。

１．当社は、平成

２．上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、実際の業績等は今

後発生する様々な要因により予想数値と異なる場合があります。

                              

業績予想の修正に

最近の業績動向等を踏まえ、平成29

業績予想の修正について 

四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成

売上高

四半期実績 

四半期) 

連結業績予想数値の修正（平成

売上高

月期第 2四半期（累計）及び通期連結業績は、

加え、原価低減や効率的な経費支出などの取組みが奏功し、売上高・利益ともに前回予想を上回る見込み

四半期以降においては、国内外の販路開拓やブランド浸透のための広告投資などにも注力し、更な

る業績の拡大を目指してまいる所存です。

１．当社は、平成 29 年 11 月 1

２．上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、実際の業績等は今

後発生する様々な要因により予想数値と異なる場合があります。

                              

業績予想の修正に

29年6月13日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたので

四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成

売上高 

百万円 

10,558 

12,158 

1,600 

15.2 

10,731 

連結業績予想数値の修正（平成

売上高 

百万円 

20,705 

22,084 

1,378 

6.7 

19,969 

四半期（累計）及び通期連結業績は、

加え、原価低減や効率的な経費支出などの取組みが奏功し、売上高・利益ともに前回予想を上回る見込み

四半期以降においては、国内外の販路開拓やブランド浸透のための広告投資などにも注力し、更な

る業績の拡大を目指してまいる所存です。 

1 日付で普通株式

２．上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、実際の業績等は今

後発生する様々な要因により予想数値と異なる場合があります。

                              

 

会 社 名

代 表 者 名

問合せ先

Ｔ Ｅ Ｌ

業績予想の修正に関するお知らせ

日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたので

記 

四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成

営業利益 

百万円 

1,972 

3,312 

1,339 

67.9 

2,313 

連結業績予想数値の修正（平成 29 年 5

営業利益 

百万円 

3,665 

4,577 

911 

24.9 

3,503 

四半期（累計）及び通期連結業績は、

加え、原価低減や効率的な経費支出などの取組みが奏功し、売上高・利益ともに前回予想を上回る見込み

四半期以降においては、国内外の販路開拓やブランド浸透のための広告投資などにも注力し、更な

日付で普通株式 1 株につき普通株式

２．上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、実際の業績等は今

後発生する様々な要因により予想数値と異なる場合があります。

                              

会 社 名 

（ コード番号：

代 表 者 名 

問合せ先責任者 

Ｔ Ｅ Ｌ 

関するお知らせ

日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたので

四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成 29

経常利益 

百万円

1,962

3,315

1,352

68.9

2,319

5 月 1 日～平成

経常利益 

百万円

3,646

4,571

924

25.4

3,533

四半期（累計）及び通期連結業績は、店販部門を中心に売上が好調であったことに

加え、原価低減や効率的な経費支出などの取組みが奏功し、売上高・利益ともに前回予想を上回る見込み

四半期以降においては、国内外の販路開拓やブランド浸透のための広告投資などにも注力し、更な

株につき普通株式 10

２．上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、実際の業績等は今

後発生する様々な要因により予想数値と異なる場合があります。 

                              

ヤ ー マ ン 株 式 会 社

コード番号：6630

代表取締役社長

取締役管理本部長

03‐5665-

関するお知らせ 

日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたので

29 年 5 月 1 日～平成

 

親会社株主に

帰属する

四半期純利益

百万円 

1,962 

百万円

1,253

3,315 2,117

1,352 

68.9 

2,319 1,500

日～平成 30 年 4 月

 

親会社株主に

帰属する

当期純利益
百万円 

3,646 

百万円

2,328

4,571 2,915

924 

25.4 

3,533 2,269

店販部門を中心に売上が好調であったことに

加え、原価低減や効率的な経費支出などの取組みが奏功し、売上高・利益ともに前回予想を上回る見込み

四半期以降においては、国内外の販路開拓やブランド浸透のための広告投資などにも注力し、更な

10 株の割合で株式分割を行っております。

２．上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、実際の業績等は今

 

                              

平成 29 年

ヤ ー マ ン 株 式 会 社

6630 東証第一部

代表取締役社長 山 﨑

取締役管理本部長 宮

-7330 

日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたので

日～平成 29 年

親会社株主に 

帰属する 

四半期純利益 

1 株当たり

四半期純利益

百万円 

1,253 

2,117 

863   

68.9   

1,500 

月 30日） 

親会社株主に 

帰属する 

期純利益 

1 株当たり

当期純利益

百万円 

2,328 

2,915 

586   

25.2   

2,269 

店販部門を中心に売上が好調であったことに

加え、原価低減や効率的な経費支出などの取組みが奏功し、売上高・利益ともに前回予想を上回る見込み

四半期以降においては、国内外の販路開拓やブランド浸透のための広告投資などにも注力し、更な

株の割合で株式分割を行っております。

２．上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、実際の業績等は今

                               

年 11月 20 日

ヤ ー マ ン 株 式 会 社

東証第一部 ） 

﨑 貴 三 代

宮 﨑 昌 也

日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知

年 10 月 31 日）

株当たり 

四半期純利益 

円 銭 

219.78 

371.24 

263.08 

株当たり 

期純利益 

円 銭 

40.83 

51.12 

39.79 

店販部門を中心に売上が好調であったことに

加え、原価低減や効率的な経費支出などの取組みが奏功し、売上高・利益ともに前回予想を上回る見込み

四半期以降においては、国内外の販路開拓やブランド浸透のための広告投資などにも注力し、更な

株の割合で株式分割を行っております。

２．上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、実際の業績等は今

以上

日 

ヤ ー マ ン 株 式 会 社 

代 

也 

お知

日） 

店販部門を中心に売上が好調であったことに

加え、原価低減や効率的な経費支出などの取組みが奏功し、売上高・利益ともに前回予想を上回る見込み

四半期以降においては、国内外の販路開拓やブランド浸透のための広告投資などにも注力し、更な

株の割合で株式分割を行っております。 

２．上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、実際の業績等は今

以上 


